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東京地方裁判所民事部裁判官配置表
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所長代行江原健志

所長代行佐藤達文

二

秀令和5年1月16日現在

＊氏名末尾の数字は司法修習の期です。
＊下綿のついている曜日は合議の明妊日です

担当部（部所在、開廷日）
裁判官氏名 内線

ヒニーー凸'‘即 四一1部（一 第21部
執行（民弓
部 小田
吉 ノ| ｜
小西

大木
尾田
特例高橋
特例田中
補 三塚

執行（民事
月火水

通常
部 篠田賢治49
梶浦義嗣55
石渡 圭60

補 渡避智弘71

不金）

■

1

4

第 火水不垂ノ 第

｜
’

執行センター）
部 小田正二45
吉 ノ| ｜ 健治54‐
小西俊輔63
大木健一郎64
尾田いずみ65
特例高橋あゆみ66
特例田中慶太68
補 三塚祐太郎71

※東京家裁常てん補

定森俊昌63
日下部祥史64
特例芥川希斗67

※千葉地裁常てん補

特例川内裕登67

保全
部 佐藤達文44
向井敬二54

兼 糸井淳一55

兼 郡司英明58
兼 徳光絢子59
渡邉充昭59
長 博文60
藤原未知61
林 まなみ62

兼 塩谷真理絵63
鴫田登美子63
椙山葉子63
竹内友紀子65
特例伊藤愉理子67
特例舘崎友輔67
特例平沢由里絵67
特例水口美弥68
補 岡崎真実72

通常
部 高木勝己47
成田晋司51
作田寛之54
吉田祈代54
馬場 潤55
神吉康二57

萩原孝基57
補 町田 翼72
補池口弘樹74

８
４
６
７

４
５
５
６

彦
健
孝
地

邦
文
大

崎
山
市

常
島
片
古
澤例

通
部
特

通常
部 清野正彦46
中島 崇53
木村匡彦56
望月千広57

武見敬太郎61
鈴木拓磨62
特例菊地拓也66
補 山 口愛子72
補 小川勝己73

■
■ ■、且火丞木金）

■
幹一郎48
弘樹58
婿之63
広太郎72

第18部（■■■■
通常
部 ，堂薗幹
吉村弘
加藤靖

補 小倉広

■“睡匹ヨ第2部（■■■■、月火丞）
行政

■
部 品田幸男48
片瀬 亮56
横井靖世60
下道良太64

第13部
通常

兼部 高木勝己47
兼 成田晋司51
兼 作田寛之54
兼 吉田祈代54
兼 馬場 潤55
兼 神吉康二57
兼 萩原孝基57
兼補町田 翼72
兼補 池口弘樹74

第7部（■■■、且坐水木金）
通常
部 新谷祐子49
野村武範51
森川さつき56
坂本隆－58
長尾 崇59
松原平学62
高木晶大64

補 志村敬一73
補海崎新一朗74

第3部(I■■■
行政
部 市原義
小西圭
依田吉
特例和田崇
特例佐々木健

ｊ》
妬
師
弱
“
的

卜
孝
一
人
寛
詞

９１
労
部

第 部（ー
働
片野正
小野瀬
塩原
日 向輝
・西澤健太
中井裕
亀井直

月水木金）

８
２
７
１
３
５
９

４
５
５
６
６
６
６

樹
昭
学
彦
郎
美
子

＜海外留学、在外研究、国内研修中＞

森 優．介64
特例古ノ| ’ 翔69
補 中原諒也71
補 野原もなみ71
補 町田哲哉71

※さいたま家裁川越支部常てん補

特例谷山暢宏69
※東京家裁常てん補

補 高橋優太71
※さいたま地裁常てん補一

補 若山哲朗71
特例

く
、
村
川
鈴
土

部
常

例

脾
通
部
特
補

第 I■■■■、且火水本金）
医療

■
主隆行48
鴫彩子58
木ありさ66
屋桜子73

金）（４
通
部
補

第

常
福田千恵子47
沓掛遼介61
君島直之64
河合美月 72 ■

Ｏ

ビ

２

く

倒

部

第 部（月火水木金）
ジネス・コート■■
産
中吉徹郎45
岩鯖 慎52
宮下尚行57
高田美紗子58
毛利友哉58
高橋浩美59
徳光絢子59
南雲大輔59
白鳥哲治60
村上若奈64
長谷川稔洋68

在外研究、

野裕
瀬みど
田佳

国内研修中＞

介65
り67

子69

＜海外留学、

獅二
特例岩
特例岡

子 ） (非公開DI)裁判官室｜
(公開DI） 手技案内5721－4630

(非公開D’）庶務_ |
第8部（月火水室金）
（ビジネス．コート■■
商事
部 朝倉佳秀45
笹本哲朗53
丹下将克54
西山 渉56
足立拓人57
内林尚久60
渡部みどり63
山田悠貴65
特例伊藤圭子66
特例川村久美子67

月火水室金）
・コート■

第 22部（

鯛停、借
部 田
名
大
大

安
植

特例狹
特例植

特例岡
特例内
特例川

闘鐘
中一彦
島亨卓
黒淳子
塚博喜
見 章
月良典
間巨勝
木麻里

井麻奈美
村論史
越嵩之

月火水木金）

第10部

通常
兼部 清野正彦46
兼 中島 崇53
兼 木村匡彦56
兼 望月千広57
兼 武見敬太郎6’
兼 鈴木拓磨62
兼特例菊地拓也66
兼補 山 口愛子72
兼補 小川勝己73
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補 中根．佑一朗71
補 溝口翔太7，

’
特例
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第16部（一目火水木金）
通常
部 伊藤正晴46
池原桃子52
丹下友華57
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益留寵也61
稲井雄介65
補横山怜太郎73
補 北澤 陸74
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特例山田悠一郎66
特例鬼頭忠広67
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特例加賀谷友行69
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＜海外留学、在外研究、国内研修中＞

補 上村江里子71
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第46部（火水金）
（ビジネス・コート■■）
知的財産権

( | I 且火水本金）

６
１
４
７
３
３
１
４

４
５
５
５
６
６
７
７

樹
珠
治
祐
一
憲
創
子

秀
千
泰
賢
由
正
憧

澤
俣
木
保
子
橋
藤
岡

鄙
常
金
中
俣
阿
増
長
加
北

１

４
通
部
補
補

第
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼

第36部（■■■、且火水Z
労働

部 小川理津子45
布施雄士51
水橋 巌56
井上善樹61
木田佳央人62
林崎由莉子64
矢島優香64
土山雅．史65

■
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１
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３
３
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正
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澤
俣
木
保
子
橋
藤
岡

金
中
俣
阿
増
長
加
北

部部
補

部 菊池憲久46
平山 馨51
伊東智和56
千葉健－58
島崎卓二59
戸取謙治61
秋田智子62
久保雅志62
林 漢瑛62
松本美緒63
大畑朋寛64
特例大瀬泰平66

８
８
３
４

４
５
６
７

子
一
順
碧

知
秀
輝

部
田
中
口

武
堀
竹
川

柴
佐
仲

田義明46
伯良子57
田憲史62
書記官室5721－3134

部

(公開DI）

補
補 知的財産権

部 杉浦正
小口五

鈴木美智
稲垣雄

(公開DI） 書記官室57 ６９１３

妃
矼
“
“
｜

樹
大
子
大
型

第24部
通常
兼部 大嶋洋志47
兼 鈴木わかな53
兼 崇島誠二57
兼 下山久美子58
兼 伊藤孝至60
兼 松原経正60
兼補 上村江里子7’
兼補 中根佑一朗71
兼補 溝口翔太71

部（＝
常
大須賀寛
湧田順
平山俊
原 美
成岡勇

且上水木金）第37部（＝且火水木金）
通常

部 杜下弘記48
加本牧子51
中井彩子58
岩田真吾60
安川秀方60
味元厚二郎61
補矢崎達彦71
補 高岡遼大74

２４
通
部

第

第32部（■■■■、且火丞
通常
部 坂本三郎47
目代真理53
寺岡洋和54
山下 真56
松井俊洋59
野口晶寛61

補、 野杁 葵74
補原 健志74

且火丞木金）
』

９
１
６
８
９
２
４
３
４

４
５
５
５
５
６
６
７
７

子
範
き
一
崇
学
大
一
朗

つ

祐
武
さ
隆
平
晶
敬
新

谷
村
川
本
尾
原
木
村
崎

部
常
新
野
森
坂
長
松
高
志
海

８

４
通
部
補
補

第
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼

９
４
０
４
２

４
５
６
６
７

之
子
輔
湖
哉補

丁第43部（＝且上水
通常
部 岡崎克彦46
古庄 研53
伊藤康博57
金森陽介61
廣瀬仁貴61
田野倉真也63
補山中秀斗72
補石原 拓73

第28部
通常
兼部 清水知恵子47
兼 大竹敬人54
兼 西田昌吾56
兼 市野井哲也61
兼 山田一哉63
兼 芦田泰裕65
兼補 三並理緒73
兼補 上田文和74

寛一百百一部~て‐〒天禾歪戸
行政

■
部鎌野真敬48
栗原志保56
中畑啓輔59
池田好英60
特例佐藤貴大66

第33部（■■■
労働
部伊藤悟
別所E
戸室*
根本Z
舘 ギ
丸山 蹄
特例高木セ

ｊ金本
６
４
７
１
２
２
５

水
４
５
５
６
６
６
６

火
子
郎
郎
之
郎
司
明

且
紀
太
一

Ｉ
由
卓
壮
宜
洋
聡
俊

露豆5部（■■■、月火水木金）
通常
部 古田孝夫45
平城恭子51
宮崎雅子55
高見進太郎57
熊谷浩明60
閲 隆太郎61
豊澤悠希65

補 織田みのり 73
補 高見澤昌史73

釦
一
一
釦
口

埜
卿
堅
兜
帥
矼
鑓
鎚
沌
沌
慈
拓
弱
“
師
沌

壁
心
広
之
稔
洋
悠
玲
彩
馬
坐
大
晴
輔
也
明

且

・
村
田
地
田
池
川
瀬
藤
林
口
村
川
鑑

、
一
伸
政
楓
宣
英
惠
智

。

釧
常
中
村
谷
園
谷
前
百
後
紅

咽
通
部
補
補

第

’1
1

1

軍

５
１
７
９
１
２
５
２
４

４
５
５
５
６
６
６
７
７

行
介
児
二
裕
子
太
代
平

生

知
裕
健
洋
瑠
宏
百
涼

澤
澤
田
木
田
堀
木
畑
本

常
飛
藤
金
村
津
小
黒
川
川

通
部
補
補

３
１
８
０
０
１
１
４

４
５
５
６
６
６
７
７

志
子
子
吾
方
郎
彦
大

健
牧
彩
真
秀
厚
達
遼

原
本
井
田
川
元
崎
岡

部
常
江
加
中
岩
安
味
矢
高

９

３
通
部
補
補

第
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼 [

第29
（ビ
知的
部

部
券
雍
國

（月火水金』
ス．コートロ
権
分隆文49
川 暁56
明宏充58
ﾆスバラン薫62

第34部
通常、
部桃
佐
池

特例山
補板

岬
崎
獺
蝦

月丞木金）

８
９
２
７
１

４
５
６
６
７

剛
香
康
人
子

小

間
べこ

第50部（

通常
部 野
中
小

特例森
補 大

露~豆－5蔀~『亘了肩爽永禾金7
通常
部 清水知恵子47
大竹敬人54
西田昌吾56

． 市野井哲也61
山田一哉63
芦田泰裕65

補 三並理緒73
補 上田文和74
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宏
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澤
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小
黒
川
川
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通
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補
補
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兼
兼
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兼
兼
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(公開DI） 書記官室5721－3135

■■■■、
医療
澤聡
田良
越裕季
野泰

水室）訓
端
男
塩
川
海
例

叩
通
部
特
補

第 且上

岬
瀧
鵠

且火本金） 第40部（月火木）
（ビジネス．コート■■D
知的財産権

部 中島基至48
小田誉太郎60
古賀千尋64
特例國井陽平67

第35部

通常、
部 関
廣

特例鈴
補河
■

●
可
７
５
６
１
５

火
狸
諦
捧
誌
評

一
準
轆
》
準
蠅

く部
政
岡
横
渡
溝
中

１５
行
部

第火木 金）７
０
８
１

４
６
６
７

子
介
子
信 ■

８
５
８
３

４
５
６
７

子
人
里
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